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スポーツ活動再開にむけて

　各地のスポーツ活動が休止となり、新型コロナ関

連ニュースに注視している毎日かと思います。緊急

事態宣言で、これまでの「自宅での自粛」が続き、よ

り一層、スポーツ活動のない生活のやるせなさ、発

表される対応策へのさまざまな意見を感じているこ

とでしょう。

　５月４日、緊急事態宣言を５月末まで延長する安

倍首相の会見を見ました。「感染は減少傾向になっ

たが緊急事態宣言を延長」「特定警戒地域以外の地

域での緩和」「14日をめどに専門家会議で分析し、可

能なら解除」と話しました。緊急事態宣言の１か月

の評価についての具体的な説明は「減少傾向になっ

た」という以外はありませんでした。新たなウイル

スの実態が解明されていないことを前提としても全

く不十分な説明であり、医療現場のひっ迫やＰＣＲ

検査数の少なさなど、現状への理解を助けるもので

はないことは明らかです。そのうえ、ＰＣＲ検査数

が増えていないことについては「目詰まり」があっ

たというだけで、行政の責任者として原因すら話し

ませんでした。しかし、私たちスポーツ連盟はこう

した中でも、次に向けてみなさんと力を合わせて考

えたいと思います。

　２月中旬、沖縄にスポーツ連盟の設立をしたいと、

現地の関係者を訪問していました。その時沖縄では、

医師会が緊急事態を発信したところでした。「ずい

ぶん早い対応」と感じて帰ってきました。その後の

変化は、全国連盟でも「全国総会の延期」「各種行事

への対応策」とつながり、各種目組織、都道府県連盟

の行事が日に日に縮小のなかで「緊急事態宣言」が

出され、現在のすべての取り組みが“活動休止”状態

となりました。

　スポーツができない状況の中で、スポーツ実施、

体を動かすことの大事さをいまさらながらに実感し

ています。イタリア・クレモナ在住のバイオリニス

ト横山令奈さんの、病院屋上での病院関係者を励ま

す演奏は、音楽がなくてはならないものだという事

を感動的に示しています。

　スポーツも同様に、なくてはならないものです。

スポーツ活動の再開に向けて、再開をイメージして

今できる準備を行うことが必要です。感染拡大が一

定数以下を推移することで、徐々にでも活動が再開

できるようになります。専門家会議でも、継続する

特定警戒区域とそれ以外の地域の対応を区分してい

ます。こうした内容も参考になります。そして、長

期的には新型コロナウイルスに対応する種目ごとの

“新しい取り組みの形”をつくらなければなりません。

そのために協力していきましょう。

　各種目組織、都道府県連盟役員のみなさんととも

に考えていきたい課題については、次の各項目にあ

るように思います。

―役員間で収束までの運営共有を
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　感染拡大を防ぐため

には「３密」を防ぐこと

が、引き続き求められま

す。その前提には「体温

測定」「互いの距離を空

ける」「手洗い、うがいの

励行」「マスク着用」を日常生活で行う事です。その

もとで、種目運営についても、役員会の持ち方、クラ

ブ例会の持ち方、決定の仕方などのついても、合意

をつくることが必要になるでしょう。

　今、行動自粛で家にいる時間が長くなっています。

この機会を利用して、新たな取り組みができるかも

しれません。スカイプやＺＯＯＭといったシステム

を使った、集まらない会議形式を習得すること、ス

マホ対応のＨＰ作成、申し込みシステム構築など、

取り組まれているかもしれませんが、この機会に広

げられるのではないでしょうか。

　感染拡大が収束しても、インフ

ルエンザのように感染しないた

めの注意は、長期的な対応が必要

になるでしょう。

　スポーツ活動における工夫し

た運営が求められます。例えば、体育館内に入る人

数を限定し、待つ選手は館外にし、エリアを決めて密

にならないこと、一定時間で換気をすることなどです。

そのためには、参加者数も限られるかもしれません。

　野外スポーツでは、整列は距離を空ける、握手の禁

止、観戦の距離を空け、マスクの着用など、種目ごと

の対応が必要です。各種目、都道府県連盟での運営基

準を作るなど、意思統一の検討をしましょう。

　再開に向けて、施設側との話し合いも必要です。

施設側の今後の対応内容、連盟からの要請や連盟へ

の要望などのついて、意見交換が求められます。

　新型コロナウイルス感染拡大の問題から浮き彫り

にされたのは、国民生活と政治の関係ではないかと

思います。医療崩壊が大きな問題になっています。

元大阪府知事の橋下徹氏が「自分が首長の時に病院、

保健所減らして今大変になっている」「お手数かけ

ますが、見直しをお願いします」などと発言。保健所

を減らしてきたこと、病院の統廃合など、採算だけ

が考えられ、その果たすべき役割が採算だけで判断

されていたことが、後々重大化するいい例ではない

かと思います。日常に関する政治が、その結果につ

ながっていることを考えなければならないという事

でしょう。スポーツ、歌、演劇、演芸など文化・芸術

がやはり生活に不可欠だという事に、自粛が続く中

で改めて気づかされたことです。

　緊急事態宣言が解除されれば、スポーツ活動が段

階的に再開されることになると思います。“自粛”の

中で、私の周りでもジョギングをする方が増えていま

す。外に出てウォーキングする方も増えていること

は確かです。こうしたことがより続くようにするこ

とがスポーツ団体の役割でもあります。

　スポーツ連盟が、よりよいスポーツ環境を目指し

て取り組み「いつでも　どこでも　誰もがスポーツ

を」できるように各種目、都道府県連盟が多方面に

視野を広げ、声をあげていきましょう。

　２月からスポーツ活動が縮小を

余儀なくされ、現在はすべての種

目組織でスポーツ活動が休止状態

となっています。しかし、再開に向

けて種目組織、都道府県連盟は維

持していかなければなりません。何よりも事務所維

持、または専従職員の雇用維持などは組織の宝であ

り、継続しなければなりませんが、これまでの期間、

行事、大会、練習会などがすべて中止されており、収

入はありません。組織によっては行事収入が、次の

行事の運営に充てられているでしょう。

　再開後の活動がどの程度復活できるかもあります

が、来年度の「会費、登録」者数などの減少が考えら

れますが、各種目のこれまでの取り組み、スポーツ

連盟の役割をこの機会に理解をいただき、継続して

いただけるための取り組みを行いましょう。それは、

今だからできることでもあると思います。

　また、どんな取り組みができるか、活動するうえ

での工夫も交流していきましょう。

　各種目組織、都道府県連盟での取り組みを、どう

ぞ全国連盟にお寄せください。全国連盟も各地の状

況を把握し、協力して取り組んでいきたいと考えて

います。（新日本スポーツ連盟理事長　石川正三）

３、“声を上げる”ことの重要さ

２、“継続”できるクラブ・チーム運営、
　　行事（競技大会）開催

４、組織維持に向けた取り組みを

１、 「３密」を避ける
　　　 　   “行動変容”を活動の中で



新型コロナのなかでの東京五輪のあり方を考えよう

　国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）は３月30日、

2020東京オリンピックを2021年７月23日から開催す

ることを決めました。大会の延期は五輪史上初めて

であり、オリンピック憲章に規定もなく憲章の改定

を必要とする大問題です。しかも、新型コロナウイ

ルス感染症が、いつ収束するのかは誰も語れない中

での決定であり、責任ある判断とは言いがたいもの

でした。

　世界の感染者は400万人を超え死者は28万人を越

え（５月12日現在）、新たな感染者は若干減少しつつ

あるとはいえ、世界の人々にいまだ命の危機と深刻

な被害、深い悲しみをもたらしています。わが国に

於いても、３月７日の緊急事態宣言以来、十分な「補

償なき自粛」生活を余儀なくされ、命と健康そして

暮らしを守る厳しい努力が続いています。

　こうした中、2020東京五輪の開催に関連していく

つかの課題を検討したいと思います。

　４月28日、日本医師会横倉義武会長は日本外国特

派員協会の記者会見で、「新型コロナウイルス感染

症にたいする有効なワクチンが開発されなければ、

2021年の東京オリンピック・パラリンピック開催は

難しい」と発言しました。これに対しＩＯＣのコー

ツ東京大会調整委員長は、「ワクチン開発が（開催の）

条件ではない」と述べ、橋本聖子五輪担当大臣も同

様のコメントを行い、横倉氏の発言を否定しました。

では、どんな条件なら開催できるのか、ＩＯＣと組

織委員会は開催の条件についての科学的な根拠を示

す必要があります。私は、人々の命と人間的な暮ら

しが否定される事態を克服し、ともに心から五輪を

祝福できる環境を整えることができるかどうかが五

輪開催の条件だと考えます。

　今ひとつは、人類が経験したことのない危機的状

況は、今日のオリンピック運動の課題と問題点をあ

からさまにしています。大会規模の巨大化と地元住

民が受け入れがたい大開発型優先の開催計画と経費

の増大、テレビ放映権に依存した収入構造、スポー

ツによる環境破壊、過度な「メダル主義」の容認やド

ーピングの広がりなどです。

　収束がすすみ開催する場合でも、これまでと同様

の「オリンピック競技大会」ではなく、新型コロナウ

イルス後のオリンピック、そしてスポーツとは何か、

を真剣に検討し改革に着手すべき時ではないでしょ

うか。ＩＯＣや組織委員会は、専門家や選手・指導者

たちの意見を尊重し、情報公開とその共有を重視し、

オリンピック改革の展望も開く努力をすべきです。

　五輪運動は、世界の人々がスポーツの旗の下で、

多様性と個人の尊厳を認め合い連帯し幸福と平和な

社会の実現をめざすものです。直面している困難に

打ち勝つ価値があると確信します。今こそ、スーツ

関係者が協力してその実現に力を尽くそうではあり

ませんか。スポーツ連盟はその一翼を担い奮闘する

ものです。　　（2020年５月12日　新日本スポーツ連

盟会長 和食昭夫）

「ひろば」を読もう！
　部屋の片隅に封筒を開けずに積んである「スポーツのひろば」はありませんか?

過去の記事からも素晴らしい出会いが待っているかもしれません。スポーツ仲間や

友人、知人でまだ購読していない方がいれば、この機会にメール、LINE、SNS等で「ス

ポーツのひろば」の魅力を伝え、広く購読を呼び掛けてはみてはどうでしょうか。

この機会にじっくり隅から隅まで



台風19号被害への義援金について

　多くの皆さまから、総額91万8500円（4月22日現在）の義

援金が集まりました。 ご協力ありがとうございます。 この義

援金の受付は終了し、以下のとおり被災された連盟や会

員、大きな被害を受けた３自治体に送りました。

○被害された新日本スポーツ連盟組織・会員へ

・千葉県連盟　会員２名（家屋損傷）10万円

・川崎市連盟　会員１名（床上浸水）5万円

・川崎市連盟　事務所（床上浸水）20万円

○自治体へ

・宮城県災害対策本部　189,500円

・福島県災害対策本部　189,500円

・長野県令和元年台風第19号災害義援金　189,500円

2020年全国会議・主要事業について

　延期としている第34回定期全国総会の開催日は、

当面のあいだ未定としていますが、現在、「オンライ

ンでの総会」開催を計画中です。その日程や方法に

ついては、以下の基本方針に基づいて準備を進めま

す。緊急時ということで、従来とはまったく異なる

やり方となりますが、皆さんのご理解とご協力をよ

ろしくお願います。

①「オンライン総会」の開催時期（条件）

・各地で10名程度の会議の参加が容認されることを

条件とし、なるべく人が集まらずに短時間で安全に

開催すること。（８月ごろを予定）

②「オンライン総会」の開催方法

・東京・千葉・神奈川・愛知・京都・大阪・兵庫・福岡

の事務所、参加者の自宅などを「Zoom」で接続して会

議を行います。

・議題の報告・提案については、あらかじめYouTube

で動画を配信し、質問・意見などは事前に文書にて

受付します。（当日の発言も可）

・役員選挙は、総会終了後インターネット（またはＦ

ＡＸ）での投票を行い、結果は後日配信します。

③議題

・新型コロナに対応した運営を含めた今後２年間の

活動方針、決算、修正予算案、機構と人事など議題を

審議・決定します。

④参加対象

・各都道府県連盟・全国種目組織から代議員１名と

理事役員＋傍聴者若干名（74人程度）。

・すでに登録されている代議員から各組織１名の出

席をお願いする予定です。

※オンライン総会に関する詳細は、全国理事会で検

討しますので、内容に変更がある可能性があります。

あらかじめご了承ください。後日、日程が決まり次

第、招請状を送付する予定です。

　新型コロナウイルスの拡大状況を考慮し、今夏に

開催を予定していた「被爆75年福島～東京～広島～

長崎1800km反核平和マラソン」は中止とすること

になりました。また毎年８月に行われている「反核

平和スポーツのつどいin広島」も中止します。

　この取り組みに対して後援を頂きました地方自治

体の関係者並びに、協賛金をお寄せ頂いた方々に対

して、お詫びを申し上げるとともに、ご理解を頂き

ますようにお願いする次第です。

　予選会開催ができないことや、全国から参加者が

移動し集まることなどを考慮して、2020年度の全国

スポーツ祭典の開催は厳しいと判断し、中止をする

こととしました。ただし、各種目組織で個別に判断

して全国競技大会や交流大会を開催することは可能

で、その際にはスポーツ祭典同様の支援を検討しま

す。（今年度の祭典分担金は無し）

　第33回全国スポーツ祭典中止については、後日正

式に発表します。詳しくはそちらをご参照ください。

　なお、2022年の全国スポーツ祭典の主管を関東ブ

ロックとするか、予定している中四国ブロックとす

るかは、今後全国理事会で討議します。

第34回定期全国総会
被爆75年福島～東京～広島～長崎
1800km反核平和マラソン

第33回全国スポーツ祭典


